
103

細菌ノ菌禮及ビ菌禮成分ノ免疫學的研究
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專攻生牛圓新太郎
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                第1節 緒   言

 嫌氣性細菌が農藝二上，地質言上重要ナル役割ヲナスコP・Zeissler＆Rassfeld氏等ノ研

究業績＝ヨリスヂニ明力＝セラレタル事實ナルモ他面叉近代戦コトニカノ欧洲大職，近クハ

上海事攣等山盛テ幾多ノ貴重才ル人命ヲ犠牲トシタル瓦斯壊疸ノ病原菌トシテモ重要ナル役

割ヲナスコトハZeissler氏等ノ研究ノミナラズ我三二於テモ我が細菌學教室ノ佐々木博士，

海軍ノ内野・大久保氏等ノ研究＝ヨリテ見ルモ明力＝知ルコトヲ得
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 予ハWelch一：Fraenkel氏菌二丁テ其ノ菌罷成分ノ細菌學的研究ヲナシ大方ノ批判ヲ求メタ

ルが此庭二：Pararauschbrandbazillusニツキテ同様ノ實験ヲナシテ其ノ結果ヲ護表スル所アラ

ントス．

 Pararauschbrandbazillusハ長サ2－1 Opt，幅05－0・8μマレニ1μ通常長サ3－7μ鈍端＝

シテ眞直ナル桿菌＝シテ蓮鎖ヲ屡々作リ叉マレニ菌懸ヲ作ル，肝臓ブイヨン」申ニテ膨大形

ヲ作り易シ，鞭毛ヲ有シ萸膜ヲ形成セズ，薪鮮ナル物バグラム陽性ナルモ陳奮ノ物ハ陰性ナ

リ，平板上ニテ芽胞ヲ形成スルハ長時ヲ要スルモ肝臓ブイヨン」申＝テハ24時間ニシテ端位，

偏在性楕圓形膨隆セル芽胞ヲ形成ス，芽胞ノ加熱抵抗力ハ100℃ニテ10分間乃至30分聞ナ

リ．共他培養基上及ビ含水炭素分解試験ニヨル性質ハ第1表二上スガ如シ．

 PararauschbrandbazillusハZeissler逗留sヨリテ其ノ性歌ヲ明確ニセラレ且ツ分離セラレ

シモノニシテ“septic6mie Gangrenense”ノ病原菌トシテ認メラレ野豚，家豚，牛，羊，其他

動物ノ屍ヨリ叉牛ノ産褥性Rauschbrandノ組織及ビ腸内ヨリ叉腹膜炎ニテ艶レタル入間ノ

心血ヨリ二十サレ樹溝土，腸詰等ヨリモ獲見セラレ我が教室ノ佐々木氏ニヨレバ土壌中ヨリ

可ナリノ陽性率ヲ以テ出現シ日常生活＝於テ土壌ト離ルベカラザル關係ニアル吾人人類ニト

リテハ恐ルベキ張敵タルコトヲ諮セラレタリ．

             第2節 實 験 材料

              第1項供試菌
供試菌ハ敢室保存ノPararauschbrandbazillusノ三菌株ヲ試験二供シ其ノ性状ハ第1表ノ如シ．

              第    1   表

’Z 肝臓ブ

Cヨン
騒 粥 牛 乳

含水炭素分解成績
@（37。C－48時闇）氏亭板好適性培養

肝臓片消化 瓦斯護生 臭氣 黒攣 凝固 消化

ゲラチソ液化 凝固血液消化 インド1ル形成

至心。

莞農薯．

董己

董弓膚

誓5

塁逼8

塁居日

婁譜8お

豊§
墨9薯

ξε
：§房

  皿疋
    一一一 1十1－1十1 一一 1－1十1－1十1 一一一 1一十 型

一1－1－1－1十1十1十1十 一一 1十1十1 一・1十

第2項 試験動物

第3項r培養基

第4項細菌探集法及ビ採集菌海條法

第5項 細菌脆脂法及ビ脂肪質分離法

第8項核蛋白質分離法

第7項 淺絵抗原

第8項細菌浮游液ノ製法

第9項「アウトリュザート」ノ製法

      ［ 104 ）
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以上各項ノ詳細及ビ

           第3節 兎疫術式及ビ冤疫反回術式

ノ詳細ハ拙著「細菌菌艦及ビ菌艦成分ノ冤疫學的研究」＝於テWelch－Fraenkel氏菌二於テナ

セル業績中二詳述シタレバ其ノ重複ヲ違ケテ省略スルコト・ナセリ・

                省略一二號説明

予ハ成績表及ビ本文申二其ノ繁難ヲ避クルタメニ左ノ如ク二上ヲ定メタリ．括孤申ハ省略符舎ナリ．

副氣腫疸菌（P）。 菌   醗（K）。 「アウトリュザート」（U）。

 核 蛋 白 質  （N）o  残 鯨 抗 原 （C）。  類  脂  燈 〔：F）o

 冤  疫  血  清  （S）o

Pl， P2， P3ハ夫’々氣腫疽菌ノ細別ヲ表ス．

故二PIKSハ一三腫疽菌ノ第1號株ノ菌膿冤疫血清ナルコトヲ表スナリ．

       第4節 副氣腫疸菌ノ菌糸ヲ冤半平kシテ得タル

               家兎菟疫血満二就テ

              第1項凝集素一凝集反慮

菌艦冤疫血清＝ PIK， P2K， P3K：ヲ被凝集菌トシテ作用セシメタル場合．

 此ノ場合二於テハ「ホモロ“・一一グ」ノ菌二封シテノミ反鷹ス．

第2表＝示ス如シ．

                第   2   表

冤疫原 PiK ：P2K P3K

被凝集菌 ・・1・・陣 P一・・1・・ Pllp・1・・

・・擁ト1－H州■ 一1■珊
2・1辮一1－H柵1■一1－1柵
5・柵i■一ト柵1■一1－1什

冤疫血清稀羅滑液

…1田■一H田一 1■一1什
2・・i＋卜卜…＋1－1一ト1＋
5・・ m［■一i 一1＋1－1－1－1士
・…｝■■一ト1一ト1■一1一

封  照 一i

              第2項 沈降素一沈降反慮

 1）菌盟冤疫血清二「アウトリ＝ザe・…ト」ヲ沈降原トシテ作用セシメタル場合．

 此ノ場合＝於テ第3表二示ス如ク菌髄冤疫血清ニハ「アウトリュザート」二樹スル沈降素ヲ

讃明雪ズ・
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第 3 表

二二原

沈降素

PIK

plu 1 P2u
P3V

PzK

PIU P2U P3U

P3K

沈稀
降芝

原鐵

・1一ト

2卜
4 1一

一ト
1引一1一

一1一

1一一

PIU

トト
ート

1一ト

P2U

1一

P3U

1一

封目一1
 2）菌禮冤疫血清＝核蛋白質ヲ沈降原トシテ作用セシメタル場合．

 eg 4表二示ス如ク各守髄冤疫血清ハ「ホモロt・・一・グJノ菌ノ核蛋白質ニノミ反言スルモ其ノ度

ハ甚ダ低クシテ其ノ債値少シ．

             第  4  表

冤疫原 PIK P2K P3K

沈降原 PI：N ・・N
h・・N

・・N 戟E・NlP・N PIN i
・・N

堰E・N

沈稀
降馨

丁数

1 1＋1－1 ・一一 1 一一 1H

2 ±一トー＋
4 1－1－1 一一 1 一・一L 1一

1－1 一・一一 i－1＋

1－ml一”）一1＋

一トト
封  照  一

 3）菌禮冤疫血清二残絵抗原ヲ沈降原トシテ作用セシメタル場合．

第5表＝示スガ如ク各菌丁丁丁丁清二「ホモローダ」ノ菌ノ残鯨抗原二封シテノミ反慮シ而

モ其ノ度ハ甚ダ高クシテ著シキ特異性ヲ表ス．

             第   5  表

冤疫原

沈降原

沈

降

原

稀

繹

倍

数

1

2

4

8

16

32

64

PIK

PIC

柵

柵

p2q 1 p3c

一ト
一1一

P2K

PIC P2C 1 P3C

十七

十丹

P3K

柵

十

・・一一・

@1

一ト

一1

plC 1 p2c

1一一

P3C

辮

二

十

柵

■■柵
一1 ・一一

一 1一

1一 十

士

1
一一

P－r一

一SX－EstMabmuvamut．tatumuaptutptthuaditr

4）菌禮冤疫血清二類丁丁ヲ沈降原トシテ作用セシメタル場合．

此ノ場合ハ第6表ノ如ク類脂罷二封スル沈降素ノ存在ヲ誰明セズ．
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第 6 表

ユ07

冤疫原 PIK P2K P3K：

沈降原 PIF P2F P3F PIF ：P2：F 1｝3F PiF Pz：F P3F

1
刷 剛 面一 隔 一 剛 一 一国稀

@繹降 倍

嚼 2卜 駒 一
1一

陶 隔 一 一 幽

4 1一
一1一 「

開 陶 一i－1一 一

封  照 1一

           第5項 戸戸結合性抗艦一戸罷結合白白

 1）Plノ菌髄冤疫血清二P1，一P2， P3ノ菌艦成分（U，N， C，：F）ヲ抗原トシテ作用セシメタル

場合．

 此ノ場合二於テハ第7表二示ス如ク「ホモ・ 一一グ」ノ菌ノ核蛋白質二封シテノミ高度二反鷹

ス．

第 7 表

菌  高

見鎧成分
（抗原）

冤

疫

血

清

稀

倍

1

2

4

8

16

32

64

128

封  照

Pl

U N

柵

C

柵1一一

1冊｝

瑚一

’F

一H一
一ト

1一一i一

一H一一一

1）2

U IN C

1±ト

F

P3

一

一一一

P一一一1

’一’ P

U

一ト

一’

沿鼈鼈

．．k
@H 一一

一トト
一一’ 縁¥

N

s

C F

 2）P2ノ菌雪冤疫血清二各菌ノ中中成分（U，N，C，：F）ヲ抗原トシテ作用セシメタル場合．

 此ノ場合二十テ高度二反慮スルハ「ホモローダ」ノ菌ノ核蛋白質二封シテノミニシテ特異性

アルコトヲ知ル．第8表参照                          ．

 3）1》3ノ菌艦免疫血清二Pl，1 2， P3ノ菌艦成分（U， N， C，：F）ヲ抗原トシテ作用セシメタル

場合．

 既ノ場合二於テハ第9表開示ス如ク「ホモロ ・一グ」ノ菌ノ核蛋白質ニノミ高度二反鷹シ特異

性アルヲ示ス．
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表

菌 株
菌膣成分
（抗原）

Pl

ulN
P2

疫

血

清

稀

羅

倍

数

・日一
21一一一i一

4 i－1 一一一 1

8

clFlu l  N

一1一・一ト

一一

沿鼈黷沿黶E一

一一一

P一一i一一一

十

冊

柵

柵1

C

16 一一一

P一一1一一一1一・一

一一 P

＋1一一

1，・i

32 一1一

i’一”

一トト

1）3

U

64 1 一一

，2s i ・一一一

一ト

一一
P一

一一 決
一■一トト

N 1．

一ト

一一

P一一一

一一
P一

一一

一一

P－n一

一一

@i 一一

F

一su；一L一一一一一一一一一一一一一一

第 9  表

菌 株
菌燈成分
（抗原）

Pl

ulNlclF

冤

疫

血

清

稀

羅

倍

数

il一一1一一1－1一一1

2H一トト
4 一一一

P2

U

P3

8

・6ト

ートト
一・

g一一一

Nlc（Flu

士H一■
一一H一

Nlc
IH＋ 1 一一

州一

32卜
64

128 一i一’

一

［一1一一1一

十1一
一一一

P一一一i一一一

．．．b P一”

単一．

一一
P一

十

一ny

@b｝tt

一一一

@（＋1

一1一

一一

F

射 照
一1

         第4項本節ノ大括
第10表二示ス如クPl，：P2，P3ノ菌髄菟疫血清ニハ菌株特異性ノ抗鎧ヲ讃明ス．帥チ

          第 1 0 表
反懸ノ種別

抗 原

冤
疫
血
清

P）KS

P2KS

凝集反懸

Pl P2

柵ト

P3

沈降反慮

一1＋ff

P1’

ulN lc

一ト1柵

F

P2

ulNl中

一一一

堰|1一一一1一

P3

一一一
@1十1一

ulNlclF

一一

P一一一i－1一・

一1一一一・］十1H十1－1－1－1－1一一ll囲 田

補盟結合反懸
Pl P2

中cl・中lcl・

一1冊子十H十

・・K・ gト副十
Hト111

一1－1－i－1一一1－1－1十H十一十1－1一一H一HH国「ト
一画一一
一H一一一・1一一

P3

中1c1F

．一’
P－1十

H一一1一

一睡ト1一
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 1）凝集二二於テハ夫々「ホモロ ・一グ」ノ菌ヲ凝集シ，

 2）沈降素＝於テハ夫々「ホモPt ・一グ」ノ菌ノ残飴抗原ヲ最モ強ク沈降ス．

 3）補膿結合性抗罷二於テハ「ホモn一グ」ノ菌ノ核蛋白質二樹シテ最モ彊ク結合シ明カニ

特異性ヲ認メラル．

        第5飾 Pl， P2， P3ノ核蛋白質ヲ発一回トシテ

             得タル家兎冤疫血溝昌就テ

              第1項 凝集素一凝集反謄｛

核蛋白質冤筆順清二Pl，：P2， P3ヲ被凝集菌トシテ作用セシメタル場合．

此ノ場合二於テハ第11表二示ス如ク凝集素ヲ讃明セズ．

第  1 1 表

t

冤疫原 PIN

被管腸菌 PIK pP2K P31（ PIK

1 一i
舳 胸 一冤稀

u繹
券{
�

2 一ト 輌 脚

41一 1一
制 輌

封  照 一

？2N

PIK 1 ？2K 1 P3K

－j 一一 1 ・一一

   一1一

一1一ト

P3N

plK 1 p2K

一一一 P一

一1一

一ト

i P3K

l一一

l
I

               第2項 沈降素一沈降二二

 1）核蛋白質三里血清二：Pl，：P2，：P3ノ「アウトリュザート」ヲ沈降原トシテ作用セシメタル

場合．

 此ノ場合＝於テハ第12表＝示ス如ク「アウトリュザ・・ト」二封スル沈降素ヲ設明セズ．

第  1 2 表

町疫原

沈降原

沈稀
降罷

原数

1

2

PIN

馴・・U P3U

一i一一1

一ト

P7－N

PIU

1一

41一ト1一

p2u 1 p3u

1一［一

引一
一1－1一

P3N

plU 1 P2U i P3u

一ト
一1－1
一1一

封照1■

 2）核蛋白質冤疫血清二：Pi， P2， P3ノ核蛋白質ヲ沈降原Fシテ作用セシメタル場合．

此ノ場合＝於テハ第13表＝示ス如ク「ホモローダ」ノ菌ノ核蛋白質二二シテノミ弱度ノ反慮

ヲ示スモ特異性ハ甚ダ薄シ．
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第  1 3 、表

冤疫原 ：PIN P2N ：P3N

沈降原 ：PiN P2N ：P3N PIN ：P2：N ：P3N Pl：N P2：N P3：N

1 十 一 騰 剛 十 一 幽 一 十
沈稀
~繕原数

2
一 輌 h 幽 十 剛 嗣 一 ±

4
一 一 閣 一 一 陶 轍 陶 一

封  照 一

3）核蛋白質冤三民清二Pi，：P2， P3ノ淺飴抗原ヲ沈降原トシテ作用セシメタル場合．

此ノ場合＝於テハ第14表＝示ス如ク残飴抗原二三スル沈降上戸ヲ示サズ．

第  1 4 表

沈稀

蠣
原数

疫原 Pl：N P2N P3N

降原 PIC P2C P3C ：PIC P2C P3C PIC P2C P3C

1
一 剛 一 幽 哨 一 蝋 一 一

2
噛 一 ■一 一 一 隅 髄 一

4 一               陶

陶 ト 一 賭 一 馳 一

照 剛

覧

4）核蛋白質冤疫血清二P1，：P2，：P3ノ類斗酒ヲ抗原トシテ作用セシメタル場合．

此ノ場合二於テハ第15表二十ス如ク何等沈降素ノ産生ヲ回船セズ．

第  1 5 表

冤疫原 P1：N ：P2N P3N

沈降原 PIF P2F P3F P1：F P2：F P3F P1：F P2F P3F

1
一 陶 剛 一 一 陶 煽 一 一三二

｣罷原数
2

一 輌 一 一 一 一 一 幽 一

4
一 噛 網 陶 一 一 嗣 『 噛

封  照 融

          第3項 補艦結合性骨折一引台結合反慮

 1）：P」ノ核蛋白質冤疫学清二P1，：P2，：P3ノ菌艦成分（U，：N，C，：F）ヲ抗原トシテ作用セシメ

タル場合．

此ノ場合＝於テ開白16表開示ス如ク程度低キモ「ホモロ ・一グ」ノ菌ノ核蛋白質二封シテヤ・

張ク反鷹スルモ他ノ菌艦成分二封シテハ何等反鷹スル所ナシ．
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第  1 6 表

菌  株

菌瞬成分
（抗原）

冤稀
疫繹
血倍
二二

1

Pl

ulNlclF
P2

ul N・ jclF

P3

uIN回F
一圃一1－H＋H一■＋1一ト

2ト囲■一一1＋1一一H±i一｝一

4H±H十卜H白白1一一
￥・s照H

 2）P2ノ核蛋白質菟疫血清二Pl， P2， P3ノ菌罷成分（U，：N，C，：F）ヲ抗原トシテ作用セシメ

タル場合．

此ノ；場合二於テ極冠17表＝示ス如ク「ホモロー・グ」ノ菌ノ核蛋白質ニヤ・彊ク丸払スルモ類

属反鷹亦強ク特異性低シ．

 他ノ菌髄成分二樹シテハ反鷹スル所ナシ．

第  1 7 表

菌  株 P1 P2 P3

菌燈成分
i抗原） ulN回F ulNlc F u国cl・

・H刻十 一圓一 一H＋■一
2 1－H十H掛1一 一H＋H一

二稀

O里
券{

ｴ数

4 1十H－H＋卜H十1十
8 H十H－H十トトi十

封  照
一【

 3）P3ノ核蛋白質冤疫血清二P1，：P2， P3ノ菌磯成分（U，N，C，：F）ヲ抗原トシテ作用セシメ

タル場合．                       ●

此ノ場合二品テ一息18表二三ス如ク菌禮核蛋白質日共通二二二スルモ「ホモローダ」ノ菌ノ

ソV＝ハヤ・彊ク反慮シ弱度ナガラ特異性アルヲ示ス．

第  1 8 表

菌  株

菌燈成分
（抗原）

Pl

u国。レ

P2

U図clF
P3

uINlciF

三越
疫羅
三倍
二三

・H＋H－H州一H十＋＋H一
2H±1一■一1一■一1一隊i一ト
4 一トH－H－1■一トH一一

us照■
［ 111 ］
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               第4項本節ノ大括

第19表二示ス如ク1）1，P2，：P3ノ核蛋白質冤疫血清＝ハ1）各菌二樹スル凝集素産生ナク

2）各誌ヲ菌艦成分二劃スル沈降素ノ産生ハ「ホモローダ」ノ核蛋白質二三スルモノヲ除キ殆

ンドナク只僅力＝ 3）各菌ノ核蛋白質二劃シ補禮結合性抗禮ヲ共通二有シ他ノ菌艦成分二

封スル補艦結合性抗禮ヲ有セズ．

                第  1 9 表

反懸ノ種別 凝集反鷹 沈 降 反 懸 補膿結合反懸

抗  原 P1 ：P2 P3
P1 P2 ：P3 P1 ：P2 ：P3

UN hC剛NICF同N「clF ulN｝c1F u図中 ulN回F

冤
疫
血
清

PIN・ P一トー一＋トトー十1・・一十ト…剛一一1＋十1＋1十

p2Ns 1 一 1 一：一 1 一 i－H－1一一1－1＋i－1－H－Fl－H＋H－HHH－H＋H一

p3Ns l－」一i－1十H－1十1－1－i－1＋1一一t・i十i＋H：±LL＋L’IM：tiil－1－IHI＝1一

        第6節 PI， P2，：P3ノ残響抗原ヲ兎疫原トシテ

             得三門家兎冤疫三野二就テ

 1）凝  集  素

残鯨抗原菟疫血清二：Pr， P2， P3ヲ被凝集菌トシテ作用セシメタル場合．

此ノ場合二於テハ第20表ノ如ク淺飴抗原琵疫血清＝何：Pl，1）2，：P3等二謝スル凝集素ヲ謹明

シ得ズ．

                第  2 0 表

丁丁原

被凝集菌

PiC

PIK

冤稀
疫高
宜n倍

二二

1・ト

p2K lp31〈

一一@1一

P2C

2・卜
5・ト

PIK 1 P2K

一ト
■一ト1一
一”一

@1－1 一一’ 1 ”一一

P，？K

P3C

封  照

PIK P2K

ト1一

P3K

              第2項 沈降素一沈降反乱

 1）残鯨油原論疫血清二Pl，：P2，：P3ノ「アウ1・リュザ・一ト」ヲ沈降原トシテ作用セシメタル

場合．

 此ノ場合二於テハ第21表二示ス如ク各菌ノ「アウトリュザート」二樹スル沈降素ノ産生ヲ認

メズ．
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   第  2 1 表

エ13

冤三原 PIC P2C ，P3C

沈降原 Flu ・・u
戟E・u

：P】U P2U P3u Plu P2U P3u

1
嗣 一 喘 一 一 一 一 一 喘沈二

�]三里
2 繭働 潮 一 一 一 幽 一 刷 一

4
鱒 一 繭 剛 一 一 剛 一 一

蜀  照 嗣

2）残触抗原毘疫血清・・ Pl， P2， P3ノ核蛋白質ヲ沈降原トシテ作用セシメタル場合・

此ノ場合二二テハ第22表＝示ス如ク何等反町ノ見ルベキモノナシ・

              第  2 2 表

冤三原 PiC ：P2C ：P3C

沈降原 PIN P2：N P3：N ：PIN P2N P3：N P1：N P2N ：P3：N

1
隔 一 隔 一 一 『 隔 向 一寸二

�]回数
2

繭 剛 繭 口 一 網 一 剛 陶

4 隔 輌 襯 剛 嗣 一 一 一 一

封  照 一

3）残鯨抗原冤疫血清二：Pl， P2， P3ノ残飴抗原ヲ沈降原トシテ作用セシメタル場合．

此ノ場合二男テ十二23表ノ如ク残鯨抗原謹寸スル沈降素ノ産生ヲ見ズ．

              第  2 3 表

冤三原 PIC P2C P3C

沈降原 PIC P2C ：P3C PiC P2C P3C ・・c
堰E・C P3C

1
剛 『 晒 幽 一 一 一 噛 一沈二

�]回数
2

隔 剛 馴 剛 一 一 一1一 口

4
一 剛 一 一 陶 一 ■ 口 一

封  照 嗣

4）四叉抗原冤二野PtN ＝ Pl， P2， P3ノ類門燈ヲ沈降原トシテ作用セシメタル場合．

此ノ場合二於テハ第24表ノ如ク何等類脂髄二階スル沈降素ヲ謹明週ザリキ．

              第  2 4 表

冤三原 P｝C P2C ：P3C

沈降原 ：PIF P2F ：P3F PIF P2：F P3F ：PIF P2F P3F

1
剛 一 嗣 陶 剛 一 一 一 一沈稀

ｲ馨原数
2 隔 脚 剛 舳 一 ｝ 剛 劃一
4 一 一ト 鞠 一 一 隔 一

1一

封  照 購

［ 113 ］
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                        e
           第3項補禮結合性抗罷一補艘結合反慮

 1）Plノ残鯨抗原冤疫血清二Pl， P2， P3ノ菌禮成分（U，N，C，：F）ヲ抗原トシテ作用セシメ

タル場合．

此ノ場合＝於テ丁台25表＝明カナル如ク補髄結合性抗盟ヲ謹明セズ．

                第  2 5 骨

導  株 P2 P3

菌膿成分
i抗原） u Nlc F u Nic ：F u Nic F

1
鵯， 一ト

一 陶 鯛 一 ■一 一 一 一
三稀i

u2 一 一ト 願 一 一 扁 一ト 剛 『 一

清数m4 繭 十 一 陶 旧 一 一一 一■ 一 一

封  照 隔

 2）P2ノ残聴抗原冤疫血清＝ Pl， P2， P3ノ菌髄成分（U， N，C，：F）ヲ抗原トシテ作用セシメ

タル場合．

此ノ場合二於テ一丁26表ノ如ク丁丁結合性丁丁ヲ謹明セズ．

                第  2 6 表

菌  株
   ：P！噌 一  一  一一   ’一一   ’ 一   ’   r一 一一 一 噌 P2 P3

菌燈成分
i抗原） u Nic F u NlclF u N C ：F

1
軸 隔 ■一 隔 旧 一トト 鞠 一 脚三筆

u羅
券{
ｴ数

2
剛 鞠

一1一
一 一 一トト 一 幽 一

4 ■一 一1一
一 一 一H一 幽

一1一

封  照 ■

 3）P3ノ残酷抗原冤溢血清二Pl， P2， P3ノ菌禮成分（U，N， C，：F）ヲ抗原1・シテ作用セシメ

タル場合．

此ノ；場合二丁テハ第27表ノ如ク補艦結合性丁丁ヲ讃明セズ．

                第  2 7 表

菌  株

菌膣成分
（抗原）

三界1・
psmtL：一一一一一Lz

清数p・

封  照

Pl

U

ト
1一

N

ト

ト

clF
一1一

．一．一

P一

一トト

P2

u国C［F

1）3

u
一lb一，

一一“

一トト
N

一一

P・一一

［一一1一一一1一一1一

一1一一1一一1一

C 1－n

一一

              第4項本節ノ大括

第28表二示ス如クPi，：P2，P3ノ淺絵抗原冤疫血清二 1）各菌二封スル凝集素及ビ 2）各

                  ［ 114 ］
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菌艦成分二樹スル沈降素ヲ護明シ得ズ，高高 3）晶晶結合性抗罷ヲモ高明シ得ザリキ．

 要之，残籐抗原ヲ冤疫トシテ家兎二注射スルモ各種抗禮ノ産生ハ高高ト見テ可ナラムカ．

                第  2 8 表

反懸ノ種別

抗  原

凝集二仏 沈  降 反 懸

Pl

冤
疫
血
清

pLcs 1 一一

P、CSト
   1
p3cs 1一

P2

1一・

P3

一

1）1

U
iN lc IF

一一一

P一一1一

トH一

P2

U N ciF

一一一g一
IT 1一

U

P3

・一一一
堰|1一

一一一一

P一一1一一・1一

N lc IF

一1一

’一”

P一一“1’“

十H一一

十トトト

補膣結合反鷹
Pl

u國clF

トH十
1一一1一一一H

P2

ulN
1・一一・

C F

P3

UiN

1一一i・一一

一1一

十トH－H一ト
十
一一

P一

C F

一ト

       第7節Pi，：P2， P3ノ類脂光ラ菟疫原k・i 十得タル

              家兎冤疫寸寸丁台テ

              第1項凝集素一凝集反鷹

類脂膣冤生血清＝：Pl， P2，：P3ヲ被凝集菌トシテ作用セシメタル場合．

此ノ場合二於テハ第29表ノ如ク類脂禮冤疫血清二何等凝集素ヲ三明スルヲ得ザリキ・

第  2 9 表

冤疫原 PIF   ● ：P2F P3：F

被纏菌1・・ P2  P3 P1 ・・i・・ PI  P2 i恥

10
喘 一重卜 一ト1一ト1一冤稀

u羅
券{
ｴ敷

20
輌

胸             階 1一
一 1一ト 卜 卜

5・1－1■一ト 網 1－1一 1一 卜
封  照  一 i

             第2項沈降素一沈降反磨

1）類脂艦冤疫血清二Pl， P2，1）3ノ「アウトリュザート」ヲ沈降原トシテ作用セシ丁年ル場

               第  3 0 表

冤北原 PIF P2：F P3：F

沈降原 ・1U y・・uip・U PIU lP・ui・・U Plu lP・ul・・U

沈稀

蠣
原爆

1 ’”一

P一一

2i“一i一一

4 1－1一一

一1－1－1－1－1一
一H 一一・ 1 一一一 1－F

■一ト
封副一1
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合．

 此ノ場合二於テハ第30表ノ如ク類脂禮冤疫．血’Mg ・ Pi，P2，P3ノ「アウ1・リュザート」二樹ス

ル沈降素ヲ讃明スル能ハザリキ．

 2）類脂艦冤疫血清二P1，：P2， P3ノ核蛋白質ヲ沈降原トシテ作用セシメタル場合．

 此ノ場合二五テハ第31表ノ如ク類脂罷冤疫血清ニハP1， P2， P3ノ核蛋白質二封スル沈降素

ヲ詮明スルコトヲ得ザリキ．

              第  3 1 表

下冷原

沈降原

沈稀
降馨

原：数

1

2

4

蜀 照

PIF

plN 1 p2N

1一

P3N

P2F ．

PIN

一）

一1一

P？N 1）3N

1一

P3F

PIN jP2N

i 一d一・ 1

P3N

3）類脂艦冤疫血清二P1，：P2， P3ノ淺絵抗原ヲ沈降原トシテ作用セシメタル場合．

此ノ場合二三テハ第32表二示ス如ク類二世冤疫血清二Pl， P2， P3ノ淺飴抗原二封スル沈降

素ヲ誰明スルコト能ハザリキ．

              第  3 2 表

冤四丁

沈降原

沈稀
降馨

原子

1

2

4

封  照

PIF

PIC PzC

1

1 P3C

P2F

plc 1 p？c

一1一

P3C

一一一

i一一・1

一1一

P31？

PIC

一1一一

P2C i P3C

1 一一一

一1

4）類脂艘冤疫血清二Pl， P2， P3ノ類高山ヲ沈降原トシテ作用セシメタル場合．

此ノ場合二於テハ第33表＝示ス如ク類脂髄冤疫血清ニハ：P1， P2，：P3ノ類脂三二封スル沈降

素ヲ謎明スルコトヲ得ザリキ．

              第  3 3 表

冤疫原

沈降原

沈稀
降馨

原野

1

2

4

PIF

1）IF P2F
1 p，E

一トト

P2F

PIF PvF

P3F

1 p3F 1 plF 1 p21一一

1－1 一一 1 一一一

1 一一一 1一

刊■■一

IP3F
          

卜

mWLLN一一m－w－MN
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           第3項 補一結合性抗盟一二艦結合三下

 1）：Plノ類脂膿冤二丁清二Pl， P2， P3ノ菌艦成分（U， N， C，：F）ヲ抗原トシテ作用セシメタ

ル場合．

此ノ場合二於テハ第34表二才ス如クP1ノ類一二ノ冤疫血清＝ハPl，P2， P3ノ菌禮成分二封

スル補膿結合性抗禮ヲ謁明セズ．

                第  3 4 表

冤疫原 Pl・ P2 P3

菌髄成分
i抗原） u国cIF ulN clF u図。 F

1 卜H十 一1一 一ト 一ト1一 軸冤稀

u繹
券{
�

2 H－H一 十 一 輌 一H一 一

・H－H一 一H一ト 一H一 一

封照H
 2）P2／i類脂艦ノ憎憎血清二1）1， P2，：P3ノ菌髄成分（U，：N，C，：F）ヲ抗原トシテ作用セシメ

タル場合．

 此ノ場合二世テハ第35表＝示スガ如ク：P2ノ類脂禮菟疫血清＝ハPl， P2， P3ノ菌禮成分二

封スル補艦結合性抗艦ヲ謎明セズ．

                第  3 5 表

o冤疫原 P1 P2 P3 i
菌盟成分
i抗原） ulN clF 而下 C F ulN C ：F

1
唱 舶

一1一 一ト
陶 一

一｛一
一 剛冤稀

�嚮
倍回

�
1一�� 1一� 1一�� � 1一� �
� � �トH一�一�ト��

  照� i�

3）P3ノ類脂髄ノ二丁血清二Pt， P2， P3ノ丁丁成分（U，：N，C，：F）ヲ抗原トシテ作用セシメ

ル場合．

ノ場合二丁テハ第；36表二示ス如ク：P3ノ類脂罷i冤疫並1清ニハPl，’P2，：P3ノ菌罷成分二封

               第  3 6 表

疫原
腿成分
抗原）

I

lclF
2

稀
繹
蟹

ト 一トj一

IF
3

F
丁・

トトi一’一

H一トH一

国。
一一

トH一

  照

H－H一ト
1
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スル補膿結合性丁丁ヲ謹明セズ．

              第4項本節ノ大括

・第37表二子ス如ク1）lrP2，P3ノ類脂艦冤疫血清ニハ 1）各菌二封スル凝集素及ビ 2）

各回ノ菌艦成分二野スル沈降素ヲ平明セズ，四叉 3）各菌ノ菌髄成分二封スル野物結合性

抗艦ヲ統一セズ．

第  3 7 表

反慮ノ種別

抗  原

凝集反慮

Pl P2 P3

沈 降 反 磨

Pl P2 P3

補腿結合反懸
Pl P2 P3

疫
血
清

UiNICIF中富FU國CIF中ICIF中回FUINtCiF

PIF・ gH一トH－H－1十H一十H十H－1十H十H十
・・F・ ｡一Hl－1田11HlトHHt出H？gFs 1 一 1 一 1 一一’ ］一H”1’1－1一一’ 1一“一1－1“一1一一1‘1一’i一一1－i一一‘i．’：．‘1：一：1：’：riz［r－1．＝i一一bI

         第8節 総括及ビ考按 （第38表概括表参照）

             第1項菌艦冤疫血清＝：就テ

 1）凝集素一凝集反慮                       ’

余ノ研究＝於テモ或ハ叉我が敏室ノ飯森，佐々木爾氏ノ研究＝於テモ可ナリ高度ノ凝集素

ノ産生ヲ見リタ．

 2）沈降素一一一Ut降反鷹                             ’

  （i） 「アウトリュザート」

 十二十スル沈降十二樹シテノ研究ハ絵リ重要ナラズトシテ其ノ文献二乏シク予ノ例＝於

 テハ其ノ産生ヲ謹告セザリシモ：或ハ「アウトリュザート」ノ製法ノ如何＝ヨルモノ；アラザ

 ルナキカ．

  （ii）核蛋白質

 核蛋白質二謝シテハ軍二「ホモロPグ」ノ菌ノ核蛋白質二封シテノミ反鷹ス．

 之ヲ文献二徴スル＝未ダ求ムルヲ得ザリキ．

  （iii）残絵抗原

 之二i鮒スル沈降素ノ産生ハ甚ダ強ク且ツ特異1生高ク只「ホモローダ」ノ菌ノ残響抗原二四

 シテノミ反慮ス．

 之ヲ文献二求ムルニ未ダ此ノ方面ノ開拓者ヲ見ズ．

  （iiii） 類   月旨   罷i

 之二謝スル沈降素ノ産生ヲ諮明セズ．
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之ヲ丈二二索ムル＝未ダ此ノ方面ノ開拓者ヲ得ズ．

3）補盟結合性抗WS一一補髄結合反鷹

 （i）「アウトリュザート」

之二i封スル抗艦ノ産生ヲ謹明セズ．

之ヲ丈献二徴スルニ予ノ方法ニヨリテノ研究者ナキヲ以テ比較スルヲ得ズ・

（ii）核蛋白質
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  三二封スル補記結合性二二ノ成立ヲ見，且叉特異i生高度ナルコトヲ知ルヲ得タリ．

  （iii）残絵抗原

  之二二スル二二結合性抗膣ノ産生ヲ讃明セズ．

  之ヲ丈献二索ムルニ得ザリキ．

  （iiii）   類      fi旨      彊望暑

  二二封スル補盟結合性抗燈ノ産生ヲ謹明セズ．

  之ヲ文献二索ムル＝未ダ此ノ方面ノ開拓者ヲ獲見セズ．

            第2項核蛋白質冤疫血清二就テ

 核蛋白質冤疫血清二就テハ未ダ文獄ナシ．

 1）凝集素一凝集反鷹

 予ノ實験ニョルニ凝集素ノ産生ヲ謎明セズ．

 2）沈降素一沈降反鷹

 「アウトリュザート」，残飴抗原，類脂禮二封スル沈降素ノ産生ハ認メザリシモ只核蛋白質

二封シテハ「ホモローダ」ノ菌ノ核蛋白質二謝スル沈降素ノ産生ヲ認メタルモ其ノ程度弱シ．

 3）補艦結合性抗髄一補艦結合反回

 核蛋白質二三シテ共通二弱度ナガラ之ヲ認メタルモ共他ノ菌盟成分二封スル補禮結合性抗

艦ハ之ヲ讃明スルコトヲ得ザリキ．

              第3項淺絵抗原免疫血清

 三二抗原冤疫血清＝就テハ文献ナシ．

 1）凝集素一凝集二二

 2）沈降素一沈降反回

 3）三二結合性抗禮一二二結合反慮

 以上二關スル予ノ二三ニヨルニ抗艦ノ産生ヲ謎明スルコト能ハザリキ・

             第4項類脂乱淫疫血清二二テ

類脂三山疫血清二就テン・未ダ文献ナシ．

 1）凝集素一凝集反回

 2）沈降素一沈降三鷹

 3）補罷結合性抗ee一一補艘結合反鷹

 以上二關スル予ノ實験ニヨルニ抗禮ノ産生ヲ謹明スルコト能ハザリキ．
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               第9節 結   論

 1）凝  集  素

 低回免疫血清ニノミ「ホモロPtグ」ノ菌二謝スル凝集素ヲ見タルモ他ノ菌艘成分ノ琵疫血清

ニハ之ヲ見ズ．

 2）沈  降  素

 菌盟冤疫血清及ビ核蛋白質両両血清二於テ弱度ナガラ「ホモロー・グ」ノ菌ノ核蛋白質二封シ

テ沈降素ノ産生ヲ認メコトニ菌禮冤疫血清＝於テハ「ホモローダ」ノ残飴牛原二剥シテ甚ダ高

度ノ特異性ヲ有スル沈降素ノ存在ヲ讃明シ得タリ．

 3）補畿結合性抗禮

  （i）菌盟冤疫血清ニハ「ホモロt・一’グ」ノ菌ノ核蛋白質二十シテ強ク反慮スル抗禮ノ産生

 ヲ見ル．特異性ヲ認ム．

  （ii）核蛋白質冤疫血清ニハ「ホモロー・グ」ノ菌二少シク張ク「ヘテロローダ」ノ菌ノ核蛋

白質二之ヨリ弱ク反慮スル抗髄ノ産生ヲ認ム．

  （iii）残土抗原冤疫血清

  抗罷ノ産生ヲ認メズ．

  （iiii）類脂艦冤疫血清                  ’    el，

  抗禮ノ産生ヲ認メズ．

 要之，動物髄内注射用冤三原トシテハ其ノカ＝於テモ亦共ノ特異性＝於テモ菌膿自身が噺

然優秀ナル成績ヲ學ゲタリ．

 試験管内反慮用抗原トシテハ菌膿ニヨル凝集反慮及ビ残鯨抗原ニヨル沈降反臆｛最モ優秀ナ
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リ．而シテ菌禮ハ冤疫原及ビ抗原ノ爾性能ヲ有シ核蛋白質モ亦此ノ爾性能ヲ有スルモ其ノカ

弱ク且ツ特異性二乏シク，残鯨抗原ハ冤疫原性ヲ敏除シテ專ラ抗原性一ノミヲ有シ且ツ特異性

高ク“Hapten”ノ性質ヲ有シ，類脂髄ハ何レノ能力ヲモ敏除スト見テ可ナラン．
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